近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
４クール日報（２月５日～２月１０日）
	報告日
天気
	２月１０日（土）
曇時々雨
気温　最高８度（最低－２度）
	報告者
	大阪市社協：植岡、東住吉区社協：濵辺
堺市社協：守屋、堺市社協：伊地知
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:45　　出発　　　7:55　　志賀町VC到着
8:00　　朝礼
8:40　　個人V受付
9:30　　県Vバス到着　オリエンテーション・送り出し（10:00完了）
10:00　　ボランティア送迎・現地調査・ボランティア活動調整
13:00　　ミーティングの検討事項について現地職員と打合せ
17:30　　ミーティング
18:30　　マッチング準備・現地調査情報入力・配布資料整理
21:00　　業務終了　移動（宿泊地まで）
22:00　　宿泊地に到着

	報告事項

	・ニーズ件数：計419件／新規：12件
・ボランティア：県Vバス　43名（個人31名 団体12名）　４団体（34名）　一般　5名
・ボランティア完了件数：17件　継続件数：6件　現地調査：20件
・ボランティア保険の加入について、生命保険などと混同しないよう社会福祉協議会で加入する保険であることを強調したうえで周知を徹底する
・西海地区でボランティア活動依頼が近隣で集中していたことから、エリアマッチングを実施
　５つのグループに分け、軽トラ＋県Vバス（軽トラに乗れなかった人）で活動場所まで移動
　他グループへの増援、資機材の調整は順調に進んだ
　行き帰りでバスの乗員数にズレ→行き帰りで同じ車両に乗ることを徹底する
　エリアまでの先導役と現地でのコーディネーション役は必須
・資機材を勝手に持ち出す団体への対応について、注意喚起する張り紙を準備
　NPO団体の資機材は自前で用意いただくことで統一する（現地社協職員より連絡）
・ボラセンへの戻りが遅い団体へ注意　16:00終了　16:30入口付近の電気消灯
・ニーズ調査について　
赤紙：ニーズ聞き取り→現地調査→赤紙＝対象外ではない　内容よっては対応可能
（例：屋外の活動、安全な室内）→現地調査写真（もの、外観、広めの駐車場）で判断
空き家：住家優先を伝えニーズ聞き取り→現地調査→時間かかるが内容によっては対応
解体予定：住家優先を伝えニーズ聞き取り→現地調査→自力で屋外の搬出している場合は、撤去する活動として対応
・現地調査の重複があった→ホワイトボードに行動予定を記入し共有する
・貸出車両について原則2人1組で移動　特に集積場への1人行動は禁止
・ボランティアマッチングに時間　調整の電話をかけるのが夜遅くになっている
　→日中のボランティア活動時にある程度、翌日のマッチングを想定し、準備する
・ボランティア活動者のケガが発生→最低限の処置ができる体制を整える
・ミーティング内で以前共有した基本的な事項を再確認（意思の統一）
・現地職員が休暇を取りやすくするために、カレンダーに休み予定を記入することを調整
していたが、少しずつ職員の記入が始まっている
・職員内で誰かが欠けたときのことも想定しながら業務に取り組むよう指示

	今後の主な予定
	第6クールより近畿ブロックから他ブロックに引継ぎ予定
引き続き休日のボランティア活動者増加を想定して準備する

	調整課題・所感等
	初のエリアマッチングを行い、課題も残ったがおおむね活動は順調に進んだことを喜んでいる職員の姿が印象的だった。
また、マッチングについては早めにできたら日中に済ませたいという声がはっきりと出てきた。何らかの工夫が早急に求められていると感じた。

	その他
	



